
 

令和８年度全国メディカルコントロール協議会連絡会（第１回）プログラム 

Ⅰ 概要 

 日時 

  令和８年７月 16日（木） 15時 00分から 18時 00分まで 

 場所 

  大阪府立国際会議場（大阪府大阪市北区中之島 5丁目 3番 51号） 

 

Ⅱ プログラム 

 １ 開会                                                        （5分） 

     ○全国メディカルコントロール協議会連絡会 横田 順一朗 会長 ご挨拶 

 

 ２ 第 1部 講演                     （120分、講演時間：１人 20分、質疑応答 10分） 

座長：  名古屋大学医学系研究科 救急・集中治療医学分野教授 松田 直之 先生 

 

○救急搬送支援システムの現場実装に向けた広島県の取組 

～TYPES先行モデルの構築と令和８年度の展開～ 

広島県健康福祉局健康危機管理課 救急・災害医療体制グループ 主査 小山 智士 先生 

○救急救命九州研修所での指導救命士研修 これまでとこれから 

救急救命九州研修所 専任教授 田口 健蔵 先生 

～休憩（10分）～ 

 

座長：  社会医療法人社団 正志会 救急災害医療連携・DX推進部門長 森村 尚登 先生 

 

○救急救命士法改正に伴い変化した病院救命士業務と今後の展望 

－埼玉医科大学グループにおける取り組み－ 

埼玉医科大学国際医療センター 教育支援センター副センター長 岸田 全人 先生 

○救急現場活動の本質とは何か －歴史的経緯とこれからの展望－ 

堺市立病院機構 顧問 横田 順一朗 先生 

～休憩（10分）～ 

 

３ 第 2部 報告・情報提供                            （30分、報告時間：１人 10分） 

○報告１  海上保安庁からの情報提供 

海上保安庁 警備救難部救難課 医療支援調整官 中澤 克元 

○報告２  厚生労働省からの情報提供 

厚生労働省 医政局地域医療計画課救急・周産期医療等対策室  

病院前医療対策専門官 森田 夏広 

○報告３  消防庁からの情報提供 

消防庁 救急企画室 救急専門官 青木 大宗 

 ４ 閉会                                                   （5分） 

 

Ⅲ 主催団体等 

主催： 厚生労働省、消防庁  共催：公益社団法人日本医師会  

後援： 一般財団法人救急振興財団、全国消防長会、一般社団法人日本救急医学会、 一般財団法人日本救急医療財団、 

公益社団法人日本麻酔科学会、一般社団法人日本臨床救急医学会、 全国衛生部長会、全国保健所長会、 

都道府県消防防災・危機管理部局長会 


